
特集に当って

倉谷好郎

オフィス・オートメーション (OA)が，今目的課題と

して社会の大きな関心と注目を浴びている現在， OR ワ

ーカーとして，また OR Profession として， OAの展

開をどのように捉え，その発展にどのように対応してゆ

くかということを真剣に考えるべき時期にきている.

OAについては，そのカバーする領域や，その性格，

本質について，必ずしも完全な合意が関係者の聞に存在

するわけではなく， OA先進国のアメリカでも，汎用計

算機をOA統合化の中心に構想を進めている集団(たと

えば IBM社)，広域にわたる電気通信を中心に諸機器

の統合化を考えている集団(たとえば A.T. and T に

よる Intelligent Public Network) , 計算機制御によ

るメッセ}ジ交換システム-PABX を中核に OA機器

の統合化を指向している集団(たとえば Rolm， Inteｭ

com, Mitel 社)および広帯域同軸ケープルによるロー

カルネットを中心にOAの展開を進めている集団(た

とえば XEROX 社)等のようにOAの全体像について

も構成機器の統合化の中核をどう考えるかによってその

phi1osophy はまちまちである.

またOAの機器メーカーの他に多数のコンサルタント

会社， OAユーザグループ，行政官庁(商務省標準局が

中核)，大学教授山HT， Stanford, UCLA 等)等がO

Aにとりくんでおり，百家争鳴，戦国時代の感すらある.

(筆者は昨夏渡米し数名の専門家学者等と面接討議しそ

の印象を深くした.)

OAは，その発展段階から考えて，分散処理とインテ

リジェント化を指向する OA機器単体の開発，利用の段

階(第 l 段階)，単体機器の複合化の段階(第 2 段階)ワー

クステーションを中心とする単体機器の総合的システム

化，ネットワーク化の段階(第 3 段階)と 3 段階に分けら

れ，現在は第 1 段階にあるが，一方幸子干の機器機能の複

合化もすでに試みられているようである. ORはこれら

のOAの発展段階のすべての段階を通じて大きな貢献が

くらたに よしろう 筑波大学
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可能でありまた期待されていると考えてよいであろう.

すなわち第 1 段階および第 2 段階では，単体および複

合機器開発のためのオフィス機能の解析と構造化，およ

び機造化に成功した領域において，オフィス機能をオフ

ィス機器の仕様に効率的に連結させる作業があり，この

面においても OR的思考と手法が大いに役立つであろ

う.第 3 段階では，企業活動の最適化のための経営意思

決定システムへ連動したOAの構築においてOR手法と

方法が大きな寄与をすることも疑いない.本特集におい

ては， OA と OR との予期される深L、かかわりに焦点を

当てて編集することを，当初念願していたが，これは，

OA と OR とのインターフェースが現実にはあまり進行

していない現状から無理があるので，できるだけ論文中

にOR的視点をとりこんでいただくことにして，下記の

諸氏に執筆を依頼した次第である.

rOAの全体像J 山本直三氏.OAの専門家による O

A発展の背景と全体像に関する論説である. rOA シス

テムの構築」池田毅彦氏.附村製作所における多年にわ

たる経営情報システムの開発が，現在の同社における

OAシステムにどのようにつながっていったかを中心に

論じられたものである. rOAにおけるエンドユーザ用

ソフトウエア J 中村昂氏.OAが，そのユーザである事

業体のオフィスに効率よく，とり入れられてゆくために

は，ユーザ側で，使用の簡単容易なソフト，言語のOA

機器メーカによる開発が鍵になることは容易に想像でき

る.このニーズに応えて開発された 1 つの言語が，エン

ドユーザ言語POLで，その内容がこの論文で詳細に述

べられている. r電気通信革命と OAJ小松崎清介氏.近

年における電気通信技術の責奇異的な発展は瞳目に値いす

るが，単体技術の開発から，複合システム技術へと開発

が進む過程で，対象市場の複合化を生み出し，広汎にそ

のプロセスが拡大してゆく状況を広い視点から展望され

たもので，電気通信技術を基底にした新システムが， 0

Aのインフラストラグチュアとしても枢要な役割を果た

すことを論じられた論文である.
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